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天理市職員等の旅費に関する規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

  令和７年３月31日 

天理市長 並 河  健  

天理市規則第17号 

天理市職員等の旅費に関する規則の一部を改正する規則 

天理市職員等の旅費に関する規則（昭和37年４月天理市規則第４号）の一部

を次のように改正する。 

第２条及び第９条中「宿泊料」を「宿泊費」に改める。 

第10条ただし書及び各号を削り、同条の次に次の２条を加える。 

第10条の２ 条例第６条第６項及び第17条第１項に規定する特別な事情がある

場合として規則で定める場合は、現に支払った費用の額が宿泊費基準額を超

える場合であって、次の各号のいずれかに該当すると認めるときとする。 

 (１) 会議、研修等の主催者から宿泊施設の指定があり当該宿泊施設以外に

宿泊することが困難であるとき。 

 (２) 公務の円滑な運営上支障のない範囲及び条件において検索し、その結

果から最も安価な宿泊施設を選択するとき。 

第10条の３ 宿泊手当の額は、条例の規定により支給される宿泊費について次

の各号に掲げる区分に該当するときは、当該各号の区分に掲げる調整を行っ

た額とする。 

 (１) 朝食又は夕食に係る費用のいずれかに相当するものが含まれる場合 

条例で定める定額の３分の２の額 

 (２) 朝食及び夕食に係る費用に相当するものが含まれる場合 条例で定め

る定額の３分の１の額 

２ 移動中に宿泊する場合の宿泊手当の額は、その移動の到着地に応じ、条例

で定める額とする。ただし、条例の規定により支給される鉄道賃、船賃、航

空賃に食費に相当するものが含まれる場合は、条例で定める定額の３分の１

の額とする。 

３ 旅行者が、旅行中自宅（住所又は居所若しくはこれに相当する場所をい

う｡)に宿泊する場合は、条例第17条の２の規定にかかわらず、宿泊手当は支
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給しない。 

 別表中 

「                 「 

条例第16条第２項の規定

による宿泊の場合におけ

る日当又は条例第17条第

２項に規定する宿泊料 

  を 

条例第17条に規定する宿

泊費又は条例第17条の２

に規定する宿泊手当 
に 

                」                 」 

改める。 

様式第１号を次のように改める。 
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様式第１号（第４条関係） 
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 様式第２号を次のように改める。 
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様式第２号（第７条関係） 
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附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の天理市職員等の旅費に関する規則（以下「新規則」という｡)の規

定は、この規則の施行の日（以下「施行日」という｡)以後に天理市職員等の

旅費に関する条例の一部を改正する条例（令和７年３月天理市条例第14号。

以下「改正条例」という｡)による改正後の天理市職員等の旅費に関する条例

（昭和37年３月天理市条例第12号。以下「新条例」という｡)第４条第１項に

規定する出張命令権者が同項に規定する出張命令等を発する旅行及び新条例

第３条第４項の規定により旅費の支給を決定する旅行について適用し、施行

日前に改正条例による改正前の天理市職員等の旅費に関する条例（以下「旧

条例」という｡)第４条第１項に規定する出張命令権者が同項に規定する出張

命令等を発した旅行及び旧条例第３条第４項の規定により旅費の支給を決定

した旅行については、なお従前の例による。ただし、施行日前に旧条例第４

条第１項に規定する出張命令権者が同項に規定する出張命令等を発し、かつ、

施行日以後に新条例第４条第１項に規定する出張命令権者が新条例第４条第

３項の規定により当該出張命令等の変更をする旅行については、新規則の規

定は、当該旅行のうち当該変更の日以後の期間に対応する分について適用し、

当該旅行のうち当該変更の日前の期間に対応する分については、なお従前の

例による。 


